
 

 

いのちをまもるこうどう 

 それにしてもすごい台風がつづきました。被害状況

も地域によってかなりの差があり、命や日常を奪われ

た人たちを思うと被害が少なかった私などは申し訳

ない気持ちにもなります。 

１９号が関東に来た日の夜、クライエントさんたち

の『無事ですメール』に応えながら、私は、普段ほと

んど観ないテレビにかじりつき、各地の状況や警報に

注視していました。ある人にとっては、「今すぐそこ

を出て避難して」と言うことも、他のある人にとって

は「家から絶対に出ないでください」と言うことが、

命を守る行動になるのだと改めて思い知らされます。 

 電車が止まる前に仕事を終えて駅に向かう道の光

景が私の頭にうかびます。 

飛散防止網が入ったガラスに、更にしっかりと養生

テープが貼られた商店街から、路地裏に入った古い木

造アパートのガラスは、何の対策もされず、風にビリ

ビリと揺れていました。 経済的困窮のため仕事を休

めなかった若者が、帰宅途中のコンビニで、毎晩食べ

ていたカップ麺にも菓子パンにもありつけず、ため息

をこぼしたり、しっかりと備蓄食を携え徹夜のオンラ

インゲームに燃えていた学生が、突然の停電に泣かさ

れていた、あの日の東京の夜の嵐・・・ 

それとは、まったく別の次元の被害を受けていた地

域の状況に対しても、テレビからは、最大公約数的に

「命を守る行動を」との声と文字が流れ続けていまし

た。 仕方のないことだとわかりながら『情報を共有

することの重要さ」と『重要な情報の個別性』の違い

について考えました。 

踏切の警報機の前に立ち赤いランプを見つめてい

るときに、カンカンカンカンという音と、点滅するラ

ンプの光がだんだんズレてしまうようなもどかしさ

を感じるのは私だけでしょうか。 

 それに似たもどかしさを、カウンセリングという仕

事の中で最近強く感じることがありました。 

発達障害ということばが社会全般にだいぶ浸透し

てきているためか、「自分が発達障害なのではない

か？」と思われるので、検査を受けたいというお申し

込みや、「本人を連れてくるので、発達障害かどうか

会ってみてほしい」と仰るご家族からのお問い合わせ

が増えました。 職場でのこじれた人間関係や、納得

がいかないという人事評価、何度も復職と休職を繰り

返される人についてのお悩みや、ご相談でも『発達障

害』というキーワードが共通して増えてきています。 

NHK の番組で特集をされていたり、小説やドラマの

中の登場する人物設定に使われていたり、有名人のか

たのカミングアウトによってもその概念が広まって

きたように思います。 

 １５年ほど前、私が始めて勤務した公立の小学校で

は、発達障害の診断を受けてきた子どもたちに対し

「？？？」となられる担任の先生たちがまだ沢山いら

っしゃいました。提出された診断書に書かれた『高機

能自閉症』という名称から「どんな能力が高いのです

か？」と先生から尋ねられることも当時はよくあり、

私は何十回「一般的に自閉症が知的能力が低いとされ

てきたことから、知能が低くはない＝知能は普通と言

う意味が『高機能』なのです」という説明をしたかわ

かりません。 

 現在では先生方もたくさん研修を受けられている

こともあり、そのようなご質問にお答えするする機会

もなくなりました。 むしろ、カウンセラーの私より

も熱心に勉強されていて、発達障害の診断を受けた児

童や生徒への対応に、いくつも策や経験をもっていら



 

 

っしゃる先生もいらっしゃいます。 

発達障害は、すごく簡単にいうと、“個性的な感覚

によるコミュニケーションの不具合と社会性の育て

にくさ”の問題です。 

 その『個性的な感覚』が、相手から面白がられたり、

周囲の役に立っていたりすると、才能と呼ばれて、そ

の業界では天才として扱ってもらえたりもします。ま

た、発達障害の診断が出た人がその後に所属した集団

が、求める社会性（ルールやモラル）が特殊であり、

その人の個性にピタリとはまったりすると、それまで

問題視されていたことがまったく目立たなくなった

り、逆に優遇されたりすることもあります。芸能人、

アスリート、芸術家、職人、研究者など個性や特性を

活かして活躍されている人たちの中には、かつて苦し

い時期があり『発達障害』の診断を受け、治療やトレ

ーニングを必要とされていた人もあります。 

 いずれにしても『発達障害』という概念が世間に広

まることで、私たちカウンセラーはずいぶんと説明が

楽になっていたり、ご本人やご家族にもネガティブな

イメージばかりではなく、ポジティブなイメージも持

っていただけるようになってきました。 

 しかし、私は、時々、悩んでしまうのです。 

その人たちの『個性的な感覚』が強烈なればこそつ

けられた『発達障害』という診断名は、同じ名前で呼

ばれながら、決して一括りにはできないほど、個性的

であるということです。「ああ、ADHD ね。前にそうい

う子を受け持ったことがあるから大丈夫ですよ」と仰

った先生が、半年後には「この子は私には扱いきれま

せん」と言われたり、ある親御さんから「発達障害の

子は何かしら人と違った才能があるとテレビでみた

から、うちの子にも何かずば抜けた能力があるはずで

すよね？」と尋ねられたとき、同じ『発達障害』とい

う診断を受けておられても、その子、その人によって

能力や性格も違うのだということを丁寧に説明せね

ばなりません。 

 別の例では、職場のかたからのご相談で、部下から

発達障害とかかれた診断書を見せられたということ

から「発達障害は治らないと聞いたから、改善を期待

しても無駄ですよね？」というようなご質問をいただ

くこともあります。これも『発達障害』だからという

よりも、その人の個性によって改善できる問題も出来

ない問題がありますし、あるいは、その業務内容や、

周囲の人々との関係性の良し悪しでも異なった結果

になったりもします。誰にでも通用する改善策もなけ

れば、特効薬もありません。逆に絶対に問題が改善し

ないということもありません。 

15 年前、「発達障害って何ですか？」と尋ねられる

ところから始まり、共有している知識や情報がない中

で、その子やその人（大人）の言動を丁寧に見守り、

上手くいったかかわりがあれば繰り返し、上手くいか

なかった方法は工夫をしながら、少しずつ相手のこと

がわかってくる・・・そんな当事者の様子を担任の先

生や親御さんであったり、職場では同僚や上司のかた

たちと共に情報交換しながら一喜一憂していたとき

の感覚が、今の私にはとても大切なことに思えてなり

ません。 

 災害時に命を守る行動の話から、だいぶズレてしま

ったと思われるかもしれませんが、命が個人個人のも

のである以上、それぞれの守り方があるということは

同じです。カウンセラーの役目は生命を守るというこ

とも重要ですが、私は、社会的生命を守ることにも重

きを置かねばならないと考えており、社会で生きづら

さを抱えておられる人があるならば、やはり、一人一

人にとって適切な『いのちのまもり方』を探していか

なくてはならないと思うのです。 
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